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１．夜間災害発生時の課題

1.1　急増する自然災害
　新型コロナウイルス感染症が終息する気配はなく，外出
自粛や他者との距離の確保など，新しい生活様式が求めら
れている．このようなときにも，災害は容赦なく襲いかか
る．特に2000年代に入ってからは，日本各地で台風や集
中豪雨による水災害の被害が毎年のように発生している．
堤防が決壊するなどして河川が氾濫し，また内水氾濫など
にもよって周辺地域は大規模な浸水被害に遭っている．図
1に2019年の台風19号が夜間に首都圏を直撃した際の様子
を示す．浸水地域では大規模な停電も発生し，日没後の避
難も余儀なくされた．
　災害発生は日中・夜間を問わない．火災については実際
に大きな被害が起きやすいのは夜間の方でもある．夜間に
災害が発生した場合は，身の安全を確保するにも，周囲の
状況を把握するためにも困難が生じる．津波や，洪水，土
砂崩れ，噴火など災害が広域であれば，建物の外に出た後
にも長い距離を移動して避難しなければならない．段差や
亀裂や落下物がどこにあるかわからなかったり，道路が冠

水して歩行に支障をきたしたりする中で，安全な場所にい
ち早く向かう必要がある．災害発生時には停電になること
も予想され，照明が消灯し，行政やテレビなどによる避難
勧告も届かないことがある．行政や他者に頼ることなく，
各個人が自主的に，即座に避難できるようにしなければな
らない．津波であれば高台へ避難することが唯一の対応行
動であり，危険地帯にいた場合は，必ず屋外を移動する必
要がある．そのためには暗闇の中でも灯る照明が安全な場
所へと誘導することが求められる．
　筆者は，首都圏の居住者を対象として，夜間に災害が発
生した際の避難に関わる調査を行っている．図2に，20代
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図１	 2019年台風19号による夜間の浸水被害
Fig.1	 Nighttime flood damage caused by typhoon No.19 in 2019.

2019年10月12日の夜間に首都圏を直撃した台風19号．東京都世田谷区にお
いて撮影

夜間に広域災害が発生した場合に，スマートフォン（地図や手元灯）を持た
ずに避難場所まで避難できそうかどうかを尋ねた．20代から50代の88名を
対象に，2020年に実施した
図２	 夜間の災害発生を想定したアンケート調査
Fig.2	 Questionnaire survey assuming a nighttime disaster.
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を中心とした217名の回答結果の一部を示す．街路灯点灯
時に自宅周辺の避難場所にスマートフォン（地図や手元灯）
を持たないで避難できると回答した人は87％であったのに
対し，停電時に避難できると回答した人は65％であった．
停電時の避難の困難さが予想されているが，それでも「避
難できる」という人は2/3程度あることがわかる．ただし，
決してスムーズに移動できるとは考えておらず，避難時に
問題だと感じることが多く挙げられた．具体的には，「道
に物が倒れていたり，大雨で道路が冠水したりしていると
きに足元が見えないと危険」「自分の周りだけでなく，そ
の先が安全かどうかを確認したい」「暗さと慌てで事故に
なりかねない」「どれだけの人が避難しているのか気付き
にくく，避難すべきかの判断が難しい」「夜だと昼間の景
色とは違うため，避難所への道に迷いそう」「事前に避難
場所や経路を確認できていないとパニックになりそう」と
いうものである．避難所にたどり着けるとしても，その過
程で様々な障害が待ち構えていることがイメージされてい
る．そして実際にはこうした想定以上の困難が非常時には
起こりうる．

1.2　非常時の人間の行動特性
　人は生命の危機に直面すると，本能や感情に基づき危険
を回避しようとし，衝動的になる傾向がある．不安からパ
ニックになりやすく，冷静に論理的に行動できないことも
多い．例えば火災時の一般的な行動として次のような特性
が知られている．①日常動線志向性：日頃から使い慣れた
通路を利用して避難しようとする行動，②帰巣性：入って
きた経路を戻ろうとする行動，③向光性：明るい方に向か
おうとする行動，④危険回避性：煙や炎が見えない方向へ
行こうとする行動や目前の危険のみから回避しようとする
行動，⑤追従性：他の避難者や大勢の人の後に追従し避難
しようとする行動，などである．これらの本能的な行動特
性は，広域災害時の屋外避難でも起こりうると考えられる．
非常時の人の心理や行動特性を理解することは，適切な避
難照明の設定に寄与するだろう．
　災害時，避難のために人がどこに集まるかは正確には予
測できない．人は必ずしも指定された避難場所に行くとは
限らない．東日本大震災における高台を目指した避難にお
いても，避難場所でないところに向かったケースや，坂の
上の避難場所まで行かず中途にある小さな広場で避難を終
了するケースが数多くみられた．避難場所を固定的に捉え
ず，実情に合わせて避難のための照明計画を考える必要が
あるのではないだろうか．

1.3　地形認識の重要性
　津波や河川の氾濫から守るため，全国で大規模な防潮堤
などの海岸堤防や河川堤防が建設されている．こうした堤
防によって物理的な安全は強化されるものの，そのことが

過度な安心感を与えたり，景観や地形の認識を失わせたり
するという問題が起こっている．堤防によって街から水面
が見えにくくなることは，古くからある風景が感じられな
くなるというだけでなく，危険予知において障害になるこ
とが多い．自分が海や川の側にいるということを忘れさせ
てしまうからである．どちらに避難するべきかを瞬時に把
握するためには，海や川や山や崖などの地形を認識するこ
とが重要であるといえる．
　また東日本大震災後のアンケート聞き取り調査から，津
波から避難した場所として，「海面から高い場所」や「指
定されている避難場所」だけでなく，「よく良く知ってい
る場所」や「行きやすい場所」に避難したと多くの回答が
あった1）．設定された場所やルートが必ずしも使われるわ
けではない．人が日常的にどのようなルートを通ったり地
形をどのように記憶したりしているかが実際の避難行動に
結びついているといえるだろう．こうした空間認知的な側
面も避難計画に考慮されなければならない．
　屋外公共空間の照明については，非常時の安全性の確保
が特に求められる地域であっても，JIS の照明基準や国交
省の道路照明施設設置基準に沿って画一的に計画されるこ
とが一般的である．その地域の地形的な要素が考慮される
ことはほとんどない．しかし被害が広域にわたる場所にお
いて，迅速な避難を促すためには，地域性を取り込むこと
が重要である．夜間にも街の様子や方向感覚を記憶に残す
ことが，災害が起こった際に逃げる方向の判断を向上させ
る．これは津波に限ったことではなく，自然災害を被る恐
れのある全ての地区で考えなければならない．

２．防災照明に関するこれまでの取り組み

2.1　災害時の非常用照明
　避難行動や避難誘導に関わる照明設備は，国内外ともに，
建物内火災を主な対象として検討してきた．屋内施設は消
防法と建築基準法で規定されており，非常用の照明として，
床面照度1.0 lx 以上，30分以上点灯が設定されている．電
源供給が断たれた際であっても，自動的に内部電池から給
電されるよう設定されている．非常用照明と類似した防災
照明に「誘導灯」がある．消防法や自治体の条例で定めら
れた設備であり，避難口や避難方向を表示する誘導標識の
ことである．建物によっては停電時に60分間以上点灯する
ことが義務付けられている．
　一方，夜間の屋外避難照明については長く検討されてこ
なかった．阪神・淡路大震災（1995）後に照明学会で屋
外防災照明研究調査委員会が組織され，津波避難を想定し
た照明整備について統一した設置方法や仕様が定められて
いないことや，停電を想定した街路灯や誘導標識などの設
備が不十分であることなどを指摘した2）．そして，照明学
会の「歩行者の安全・安心のための屋外照明基準」（2014）
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では，災害発生時，屋外照明による水平面照度は通常時の
1/10以上を確保する必要があることを示している．更に，
日本防犯設備協会の「防犯照明委員会活動報告書」（2016）
では，生活街路において最小水平面照度が0.1 lx ほどあれ
ば避難できるという知見を出している．現在のところ屋外
の非常用照明に関する明確な基準はないものの，様々な実
験が試みられておりデータが蓄積されつつある．しかし最
小照度の値は，周囲の状況や設置位置，照明手法によって
も変わると考えられるため，継続して議論する必要がある
だろう．
　停電時には，太陽電池や蓄電池，発電機によって最低限
の避難経路と避難所の照明を確保する必要がある．電気自
動車の普及と連動して蓄電池技術は向上しており，屋内空
間では非常時対応が進んでいるものの，屋外の非常照明は
まだ十分整備されていない．現在，10時間程度（一夜程度）
の点灯時間を確保する器具がつくられているが，経済産業
省の電力安全小委員会では，阪神・淡路大震災や熊本地震

（2016）において2日目の停電率が8％，東日本大震災では
4日目に9％と報告されている．災害時数日間は停電が続く
ことも想定して，有効点灯時間のあり方を検討するべきだ
と考えられる．総務省中部管区による「津波避難対策に関
する実態調査の結果報告書」（2017）では，愛知県，静岡県，
三重県において，津波緊急避難場所の停電時の照明設備
バックアップ対策をしている市町村は43.1％で，対策なし
又は不明が56.9％であると報告している．他の地域では一
層整備が進んでいないものと思われる．

2.2　夜間の避難訓練と疑似体験
　夜間の広域災害時の避難に対する危機意識は，自治体レ
ベルでも高まっている．静岡県，和歌山県など太平洋に面
する自治体において，夜間の津波に備える避難訓練が実施
されている3）．大津波警報が発令されたと想定し，暗い夜
道の中，災害時に通る経路を確認しながら高台に向かう訓
練を行うものである．各自が懐中電灯を用いて避難するこ
とを実習する．また東京都目黒区では，夜間の首都直下地
震を想定した避難所運営訓練を毎年実施し，発電機を使っ
た体育館照明の点灯訓練を行っている．夜間停電時の様々
な危険や困難を超える力は，実際に避難訓練を行うことで
身につくことが多い．しなしながら，視認性の低さによる
住民の安全確保が困難だということと，運営側の人員確保
の問題から，実際には一部の地域のみでしか行われていな
いのが現状である．
　近年，バーチャルな手法を使った夜間の災害体験も取り
組まれている．東京消防庁の池袋防災館では，2018年よ
り毎週，夜間の災害発生を想定した「ナイトツアー」を開
催している．照明を落とした暗闇で，震度6の揺れを再現
した地震を疑似体験したり，暗闇の中での消火体験をした
りするものである．再現することが難しかったり危険が

伴ったりする特殊状況でも，VR 技術を用いて映像化する
ことができる．東京消防庁は2018年より「VR 防災体験車」
という設備も導入している．ヘッドマウントディスプレイ
の立体映像と，揺れ・風圧・熱などの演出によって，地震・
火災・風水害を疑似体験するものである．更に，様々な民
間企業が自治体と共同しながら，災害時に刻々と変化して
いく状況を再現している．双方向的な体験や能動的に避難
していくようなツールも開発している．今後もこうした手
法を通して，夜間の災害に対してより臨場感のある避難訓
練が普及していくだろう．

３．広域避難照明の社会実験

　筆者は1990年代より夜間街路における光環境研究に取
り組んできた．街全体を低照度・省エネルギーに抑えなが
ら，防犯面と景観とを両立させることがテーマである．東
日本大震災発生直後からは，照明デザイナーの角舘政英氏
と協同で，被災地での避難照明設置活動と研究を行ってい
る．岩手県釜石市4）と陸前高田市5），宮城県気仙沼市6），福
島県いわき市7）の各地域の沿岸地域や仮設建築群などを対
象とし，避難照明の誘導効果を確認しながら，仮設的・継
続的に照明を整備してきた．各地域ではじめに，昼間と夜
間において，避難場所や経路がどの範囲から把握できるか
という調査を行った．全ての場所において，避難場所の認
識度合いは，夜間には昼間より格段に低いものであった．
そこで，避難場所やそこまでの経路を最小限の照明で認識
するような設備を実験的に構築していった．これらの社会
実験を踏まえて，夜間に震災が起きた際に咄嗟に方向や避
難経路が認識できる光環境の計画手法を検討している．特
に災害発生時の高台避難にとっては，以下の三点がポイン
トとなると考えている．
①地形を表す光：�山，海，川などの特徴的な地形，高台に

ある景観要素に光を当てる．地形を表す
光によって，広範囲な場所において避難
方向が把握できる．

②避難経路を表す光：�多種多様な街路の中で，避難場所へ
と続く経路を選定し，特定の光を与
える．連続的な光の配置とすること
で誘導効果を高める．

③避難場所入口を表す光：�避難場所への起点となる交差点
に光を与える．目印を設けるな
どして遠方からの視認性を高め
る．

　図3に気仙沼市での照明実験の風景を示す．高台へ続く
坂道や階段に照明を設置したり，交差点に光を追加したり
したことで，避難経路やその分岐路，高台（傾斜）方向が
認識しやすくなった．また海沿いにあるシンボル的な五十
鈴神社を投光することで，光が海面に映り込み，神社と海
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の位置がわかりやすくなっている．地域の特徴的なランド
マークを光によって可視化することは，自分の位置を確認
する機能を与えることになり，夜間の災害時において有効
なサインとなっている．また，海の方向が認識できること
は，反対側に高台があるという地形的な方向感覚を与える
ことに役立っている．
　照明実験中に住民にアンケートを取り，分析した結果を

通じて自治体や住民と議論を継続的に行った．その結果，
実験から時間を要したが，幾つかの地域で従来の画一的な
照明とは異なる常設の避難照明の設置が実現されることと
なった．図4に，広域での避難照明計画の概念図を示す．
このように地域の特性を読み取り，フィールドワークや社
会実験を元にすれば，非常時の緊急避難を促すことと地形
やシンボルなどの地域性を可視化することを同時に達成で
きるだろう．避難誘導照明は，単に緊急的避難誘導という
機能に絞らない方が良い．地域の個性を表出し，山や海な
どの地形を感じさせ，現在地と避難方向を把握するものと
して総合的に捉えることが重要ではないだろうか．

４．研究調査委員会の設立

　近年の自然災害の増加と夜間の避難照明に関する切迫し
た課題を踏まえて，2020年4月に，照明学会の視覚・色・
光環境分科会内に「災害に備えたレジリエントな屋外照明
研究調査委員会」が設立された．地震や水害，火災など，
広域な災害が発生した時の屋外照明デザインについて検討
するものである．災害に強いレジリエントな屋外照明につ
いて，照明技術的な側面だけでなく，避難行動や人間心理
的な側面，そして空間特性に応じた照明計画的な側面と照
明デザイン的な側面から調査研究を行う．そのため委員メ
ンバーは，屋外光環境や防災照明，視覚や避難行動に関す
る研究者，屋外照明に関わる実務者，照明デザイナーなど
で構成されることとなった．
委員長：小林茂雄（東京都市大学）
幹　事：�山口秀樹（国土技術政策総合研究所），角舘政英（ぼ

んぼり光環境計画）
委　員：�秋月有紀（富山大学），斉尚樹（因幡電機製作所），

諫川輝之（東京都市大学），外山明代（岩崎電気），
小山憲太郎（コヤマケンタロウデザイン事務所），
櫻井将人（静岡理工科大学），茶谷麻子（東芝ラ

上：高台への街並みと階段との誘導照明
下：海を可視化する五十鈴神社周辺の照明
図３	 気仙沼市での避難照明の社会実験（2016年）
Fig.3	� Social experiment of evacuation lighting in Kesennuma City 

（2016）.

図４	 地域景観を取り込んだ広域避難照明の概念図
Fig.4	� Conceptual diagram of wide-area evacuation lighting incorporating regional scenery.
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イテック），長町志穂（LEM 空間工房），山田祐
介（パナソニック）

　委員会でははじめに，屋外の防災照明に対して，各委員
の専門分野に基づく問題意識を提示した．続いて，これま
で各地域で進められてきた避難照明のプロジェクトなどが
紹介された．屋外の公共性の高い照明プロジェクトにおい
て，自治体や住民らとどのように交渉を重ねてどのような
照明設備が実現されたのかについて情報を共有している．
今後は更に複数の観点から災害時の屋外照明について議論
し，新たな視点や考えを加味していきたい．そして，避難
誘導のための照明方法，災害に備える照明器具，非常時の
照明手法などを提示することを予定している．

５．おわりに

　大規模な自然災害はいつでも発生しうるため，常にその
時に備える必要がある．夜間ではただでさえ視認性が低く，
周囲を把握しにくい．それに加えて災害時には，路面の状
態が危険になるばかりか停電になる可能性もある．恐怖や
不安から人の行動パターンも変容することもある．こうし
た非常時の状況を予測し，地域の実情に合わせて光の効果
を組み合わせることで，被害を最小限にしなければならな
い．そのための研究と議論を進めていく．そして発災時の
安全を確保すると同時に，日常的な安心感を与え，その地
域に適したサステナブルな光環境を構築することを目指し
ていきたい．
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